
福重小学校学校だより 

令和５年１２月２２日  第３７号 文責 校長 

○令和５年よ、さようなら… 

令和５年がまもなく終わります。今年は子どもたちにとって皆様にとっ

てどのような年だったのでしょう。学校にとっては繰り返し申し上げます

が、建て替え工事を中心とした試練の年、そして完成を待つ希望の年でし

た。令和６年も不自由が多い中ですが、子どもたちが豊かな学校生活が充

実していくよう、負けずに頑張っていきたいと思っています。       （寒さの中、縄跳びを頑張る子どもたち）  

４月からの令和５年を無事に終えることができそうです。大変お世話になりました。 

世界を見ると、子どもたちの未来が脅かされそうなことが多く起こっています。平和や人権の問題解決を

訴える専門家や団体、「仲良くしようや」とコラボを始めるミュージシャン、学生による平和運動など、

「声」を挙げる人が多くなってきたように感じます。身近なところで声をかけたりしながら、どのような未

来を作りたいかを自分のこととして考えていけたらいいですね。平和な令和６年になりますよう…。 

 ＜令和６年は福重小学校の大きな節目の時です＞ 

令和６年は、以下のように福重小学校にとって大きな変化の年、新たな取り組みの年です。 

（１）運動会を校外で行います。 

   あまり練習ができないことから、参加型の運動会を現在考案中です。保護者の皆様にも一部競技に 

  参加していただいたり、準備や片付けのお手伝いをお願いしたりしなければいけません。「一緒に作 

る運動会」を目指します。 

（２）単元によりますが、体育の授業を、松原小学校他数カ所に分けて実施していきます。 

   広いスペースを利用する体育の学習については、松原小学校、黒丸グラウンド、陸上競技場を活用 

しながら指導します。全てバスでの移動です。松原小学校では、一部ですが一緒に体育をする場面 

も考えています。 

（３）授業参観や懇談会にかなりの制限があります。 

   授業参観等、学校に集合いただく行事等につきましては、これから２年以上非常に限定的な取り組 

みをしなければいけません。授業参観は駐車場がありませんので、基本的に徒歩での来校をお願いす 

ることとなります。 

（４）１２月の新校舎完成に伴い、大移転があります。 

現在の予定ですが、１２月に新校舎が完成します。大型のものは業者が運搬しますが、職員も一部 

引っ越し業務をおこないます。子どもたちも危険性の伴わない可能な範囲で新しい教室への移動に協 

力させたいと思います。令和７年に入ると、第二期工事に入ります。これは校舎解体の工事です。 

（５）４月からクラスが増加し、家庭科室がなくなります。 

   新１年生が３クラスになることから、家庭科室を通常の教室に転用しなければなりません。そのた

め家庭科の調理実習は、バスで移動し、郡地区公民館の調理室でおこないます。 

（６）防災上の訓練が限定的になります。 

引き渡し訓練等、これまで保護者の皆様と定期的に行ってきた訓練が限定的になります。 

 上記以外にも、細かいところでこれまでにない対応をしていかなければなりません。子どもたち共々多 

くの不自由さを感じさせてしまいますが、何卒ご理解ご協力をいただきますようお願いします。    



♢シュシュの皆様、ありがとうございました！♢  

先日、５年生の総合的な学習の時間に、シュシュより４名の方に来ていただ

き、成果物であるお米を使った「ドーナッツ」と「お米アイス」を持って来て

くださいました。 

計画の段階では、作ったお米でアイスなどを作っていただくためのお願い

の会だったようですが、一足早く、シュシュの皆様が加工品（アイス、ドー

ナッツ）に替えて持ってきてくださったのです。子どもたちは大喜びでし

た。このような展開は、福重小学校ならではだと思った瞬間でした。 

米作りは、長期間の指導が必要で、学校だけではできない学習ですが、地

域の皆様、保護者の皆様に支えていただきながらようやく達成できる活動で

す。今後も大切な教育活動として進めていこうと考えています。シュシュの皆様ありがとうございました。 

◎ 二学期終業式、子どもたちへ話すこと  

２１日（木）に変更となった２学期終業式では、次の３つのことを話しました。 

○望む児童像に向けたこれまでの具体的ながんばりについて 

○人権に関する望ましい言動について 

○冬休みの過ごし方について 

リモートでの実施となりまし 

たが、遠くから元気に返事を 

してくれる子どもたちに笑みがこぼれました。 

 

＜建て替え工事進捗状況です＞ 

 
 上記写真のとおり、現在引き続き校舎を建

てるための杭打ち工事が続いています。相変

わらず時折大きな音と共に作業が進んでいま

す。何本ものクレーンや特殊工作の機械が一

斉に集まっている光景はめったに見られない

状況です。 

作業が運動上の近くであることが一番の心

配事です。業者の方に、常に安全面について

の十分な配慮をお願いしています。 

R5 学校評価について 

先日より保護者の皆様には「学校評価」に

ついてご協力をお願いしていました。この度

集計がすんだところです。詳細は年明けに次

号でご説明します。今回は概要だけご紹介し

ます。 

評価が高かった項目は、 

○あいさつなど元気に表現する子どもの育 

成に関すること 

○分かりやすい授業を展開すること 

○安全な過ごし方等安全指導に関すること 

○ふるさと教育に関すること 

でした。一方でやや課題が残ったのは、 

△くじけず最後まであきらめない子どもの

育成に関すること 

△言葉遣いに関すること 

△個に応じた指導に関すること 

でした。いずれも保護者の皆様の回答によ

る結果です。今後は、教職員のアンケート結

果、子どもたちのアンケート結果を基に、総

合的に成果と課題を分析し実践につなげてい

きます。次号をお待ちください。 

 


